
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模多機能型居宅介護 サービス評価 

 

 

 

 

 

 

 

◆自己評価 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 

◆外部評価 

外部評価（地域かかわりシート②）、・・・・（地②-1～6） 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 

 

小規模多機能ホーム 実恩 

   



 

 
 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

 ４人 ６人 人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・初めて利用される方は不安や緊張があるので、極力寄り添い、お話をして、コミニュケーションをとり、

不安を取り除けるような対応をする。又、本人の心を開いていただき、希望が聞き出せるようにする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・初めて利用される方には、声掛けでその方が若いころのお話を聞くなどしてコミュニケーションをとる

ようにしています。 

・初めて利用される方へ積極的にコミュニケーションをとることが出来なかった。 

・初めて利用される日から極力寄り添い、コミュニケーションをとるよう心掛け実践できたと思う。 

・利用者様の目の高さに腰を落とし、受容・傾聴を心がけた。 

・初めて利用される方はミーティング等で情報共有できていると思う。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

４ ６   １０ 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

４   ４ ２     １０ 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

４ ６      １０ 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

２ ６ ２  １０ 

 

できている点  

・申し送り時等に情報の共有ができていると思う。 

・サービス利用前から、介護度、義歯の有無、歩行状況、ご自宅での様子等、朝の申し送り時に情報共有

できていたと思う。 

・ご本人様とコミュニケーションをとりつつ不安や緊張をほぐしていき、退屈しそうな場合は、お話しを

しに行く。次の提案を行うなどして払拭する試み。当事業所に送迎してくる家族とは、少しでも会話を

交わすように努めている。 

・声掛けを行い、コミュニケーションをとるようにしている。 

・利用者様に対し、あいさつは勿論、声掛け等を心掛け、室内ゲーム等、自分から楽しめるよう行動。 

・朝の申し送り時やミーティング等を通じて、本人の情報やニーズの共有はできている。 

・最初は本人は不安や緊張がありますが、職員は声かけをしています。 

・ミーティング等を通じて共有し、コミュニケーションをとっている。 

 

 

 

 

 

 

                       事-① 



できていない点  

・初めて利用時や慣れていない時期のコミュニケーションが積極的にとることが出来なかった。 

・ご家族様、介護者様の不安を把握しきれていないかもしれない。 

・訪問や送迎、休みなどで新規の方の情報が抜けてしまっていることもあり、スタッフの人数がギリギリ

の事が多く、業務をこなす事で終わってしまい、自ら情報を取りに行くことができていないこと。 

・言葉の意思疎通ができていない。   

・自分なりに努力し、利用者様に対し介護を専念したと思う。 

・申し送りノートもありますが、見忘れる事が時折ありました。 

・ご家族の方後話すことが少なく、ご家族の考えを聞き出せていない。 

 

次回までの具体的な改善計画  

初めて利用される方は不安や緊張が大きいので、極力寄り添い、利用者様の情報を常に頭に入れた状態で、

コミュニケーションをとり不安を取り除けるような対応をする。また送迎時などに、ご家族様と話をし、困

りごとや不安な事等を聞けるような関係性を保つ。 

  

事-① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00 ） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 
 人 6 人 ４人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・本人の目標（ゴール）がわかりやすい方は支援の方向が明確だが、本人自身、目標（ゴール）がわから

ない利用者様もいるので、本人が気づけるように、様々な要素を示してあげ、探してあげられるように支

援をし、そしてその目標設定が解れば、目標に近づけるように、スタッフが一環として支援をしていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・目標がわからない利用者様への支援が出来なかった。 

・自分が書く利用者様の目標（ゴール）を把握できていない為、目標（ゴール）がわからない利用者様に

対して本人が気づけるように様々な要素を示して探してあげられるように支援することができなかっ

た。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

 ５ ５  １０ 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

 ６   ４  １０ 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

 ６   ４  １０ 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

 ６ ２ ２ １０ 

 

できている点 
 

・「歩けるようになりたい」と目標がある利用者様は歩行練習等のお手伝いをした。 

・「～したい」と今現在目標がわかるご利用者のご要望には極力応え、尽力できていると思う。 

・認知機能の低下していない利用者様に関しては、送迎時に「したいこと」を語る機会はある。 

・送迎、訪問、入浴介助自分なりにできた。 
 

できていない点  

・利用者様全員の目標はわからなかった。 

・目標(ゴール)がわからない利用者様に対して、様々な要素を示したり、探す支援が足りていないと思う。 

・未だ入職して８か月。仕事を覚える事優先。スタッフギリギリで回すことも多く、利用者様と会話をゆ

っくり交わす時間が物理的に難しい状況もある。 

・認知機能の低下の方に対してのかかわりと会話は高度であり、同じ内容ばかりになり、引き出すことに

困難を極めている。（～したい。というより、昔、何が好きだったから。とか） 

・「本人の目標（ゴール）」本人の当面の目標「～したい」を把握できていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

目標(ゴール)がわからないご利用者の目標(ゴール)を見つけられるように、より密にコミュニケーショ

ンをとり、又その方の地域や家族ともコミュニケーションをとれる環境を築き、目標（ゴール）の明確

な方はその目標（ゴール）を把握し、目標に近づけるように常時、留意しながら支援していく。 

 
 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

２人 ６人 ２人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・日常の生活が、本人の望む生活に近づけるために、本人の気持ちや体調の変化に敏感に気づき、自宅で

の生活環境を理解するために利用者様に寄り添い、昔の話等を聞く中で、「以前の暮らし方」を一つでも多

く把握し、ミーティング等で、情報共有できるようにする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ご本人様の状況・体調の変化には敏感に気づくことができ、ミーティング等で情報共有できたと思う。 

・連絡ノート等、申し送り等よく読み理解に努めた。 

・利用者様の昔の話などを聞き、自宅での生活環境を理解するために利用者様に寄り添うようにしていま

すが、本人の気持ちや体調の変化になかなか気づけていないです。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

①  
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

２ １ ５   ２ １０ 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

３    ７   １０ 

②  
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

 ６   ４     １０ 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

４ ５ １  １０ 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

２    ５ ３  
 

１０ 

 

できている点  

・ご利用者様が自分で出来る範囲の事はしていただき、出来ない部分の支援を出来たと思う。 

・基礎的な介護はできていたと思う。 

・利用者様のポロっと漏らした言葉により、体調の変化に気づく。 

・利用者様のつぶさに語られる言葉から（嫌なんですということなど）気持ちを共感して差し上げている。 

・ミーティング等で利用者の状況の把握に努めた。 

・体調の変化だけではなく、日々の中で気が付いたことは申し送り時などで共有している。 

・若いころの話を聞いて「以前の暮らし方」を把握するように心がけている。 
 

できていない点  

・自宅での生活環境の把握は出来ていない。 

・ご本人様の「以前の暮らし方」を１０個以上は把握できていない。（①） 

・ご本人様の声にならない声、本当の気持ちが正しいのか、誤りがないのか確信が持てていない。（③） 

・利用者様が通いや宿泊、いろいろなパターンがあるが、利用者様全体をみて一部その時の対応はできている

が、日常生活や以前の暮らし方に近い援助と深い視点でみていくと、まだまだ浅い気がする。 

・一部のスタッフには、利用者様の声にすることがあるが、共有できるスタッフもいると思う。 

・本人の自宅での生活環境を理解するために、「以前の暮らし方」が把握できていない。 

                                           事－③ 



次回までの具体的な改善計画  

アセスメントを元に利用者様との会話を広げていき以前の自宅での暮らし方を把握し、地域や家族にも話を

聞き本人の望む生活に近づけるように心がけ、些細な体調や気持ちの変化にも気づけるように、普段から平

常時の状態を把握しておき、敏感に対応できるようにしておく。 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 ５人 ５人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

自宅での生活の様子を知るために、地域の方や、家族、介護者と密なやり取りをし、利用者様の自宅での

様子等を把握できるようにする。また、必要な時には民生委員さんにも相談して、利用者様の自宅での状

況を聞けるように関係性を保っておく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・利用者様の自宅での生活の様子を把握することが出来なかった。 

・職員同士の連絡（報告）を大事に取り組んだ。 

・地域の方や家族、介護者と密なやり取り、利用者様の自宅での様子等を把握できていなかった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

 ７ ３  １０ 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

 ７ ３  １０ 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

 ５ ５  １０ 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 ３ ５ ２ １０ 

 

できている点  

・事業所で過ごす以外の時間は、ご自宅で何をして過ごされるのかは、時々尋ねるようにしている。 

 

 
 

できていない点  

・自分自身が地域外に住んでいることもあり、地域の事が入職してまた８か月でよくわからない。 

・利用者様の日々の支援という業務自体はできているが、広く「地域での暮らしの支援」となると難しい。 

・本人の暮らしに必要な民生委員や地域の資源等を把握できていない。 

・本人のこれまでの生活スタイル、人間関係の把握。 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

地域での暮らしを支援するうえで自宅での生活の様子を把握できるように、本人や地域の方、家族、介護

者と密なやり取りをし、利用者様のアイデンティティーを守れるように、自宅での様子等を聞き、また時

には民生委員さんにも相談して、自宅での状況を聞けるように関係性を保っておく。 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

３人 ６人 １人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・地域の資源を把握できるように研修等も行い、地域の資源にも目を向け多方面で利用者様を支援できる

ようにする。また引き続き「通い」「訪問」「宿泊」の希望をニーズに合わせて、柔軟に利用していただく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・「通い」「訪問」「宿泊」は、希望に合わせて柔軟に対応できていると思う。 

・「通い」「訪問」「宿泊」の希望をニーズに合わせられていると思う。 

・取り組まれていると思う。 

・地域資源を把握できなかった。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

 ５ ５       １０ 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

４ ６   １０ 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

３ ６ １  １０ 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

３ ７   １０ 

 

できている点  

・「通い」「訪問」「宿泊」は柔軟に対応できていると思う。 

・週に１度、木曜日にころばん体操に参加していただいている。 

・毎朝の申し送り等で情報共有できていると思う。 

・地域の高校生の来所により、製作活動に参加できている。 

・その日の利用者様の体調の変化に合わせて、こまめに声掛け、体調の悪い時等、ベッドに横になってい

ただくなど柔軟に対応できている。 

・通い、訪問、宿泊は本人、家族の希望に添えるように対応している。 

・利用者様のその日の状態等、ミーティングや申し送りを密に情報共有している。 
 

できていない点  

・ご本人様の変化をミーティング等で共有していても支援につなげられないこともあると思う。 

・地域のイベントに参加したことがない。 

・入職してまだ８か月で、地域の資源まで目を向けられていない。 

・地域資源についてあまり理解ができていない。 
 

次回までの具体的な改善計画  

地域の資源を把握できるように研修等も行い、地域の資源にも目を向け、多方面で利用者様を支援でき

るようにする。また引き続き、利用者様の背景を知り、「通い」「訪問」「宿泊」の希望をニーズに合わせ

て、柔軟に利用していただけるような体制つくりにも配慮する。 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

１人 ６人 ３人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・これからは地域の各種機関、団体（自治会、町内会、消防団等）の活動やイベントにもできるだけ参加

し、また、高齢者や子供等、地域住民さんたちが、事業所を訪れやすいように開かれた事業所にする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・新型コロナ禍以降、地域の方等が事業所を訪れる事が少なくなっていると思う。 

・各季節の行事（夏祭り、花火大会等）多くはないが、参加できていたのではないかと思う。 

・地元高校生が交流にいらっしゃった。 

・「ころばん体操」への参加。 

・市来農芸高校、集落の方々が訪問してくださり「押し花教室」「クリスマスのリース作り」「正月飾り」 

 などを一緒に製作している。 

・新型コロナ予防対策などで団体（自治会、町内会、消防団等）の活動やイベントへの参加があまりでき

なかった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

 ４ １ ５ １０ 

③  
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

 ２ ２ ６ １０ 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

１ ３ ４ ２ １０ 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

１ ２ ５ ２ １０ 

 

できている点  

・地域の高校生が製作活動に来られる。（来所） 

・利用者様と一緒に楽しく参加し、作品つくりを行っている。 

・地域の交通旗振り、資源当番など参加している。 
 

できていない点  

・地域との会議等に参加することが少ない。 

・①～③ほとんどできていないです。 

・会議等に参加していない。 

・コロナ対策で事業所への出入りの制限があり、イベントへの参加ができなかった。 
 

次回までの具体的な改善計画  

これからも地域の各種機関、団体（自治会、町内会、消防団等）の活動やイベントの情報を収集し、参

加できるものには参加させていただき、また高齢者や子供等、地域住民さんたちが、事業所を訪れやすい

ようにイベントを行い、地域の方々が訪れやすい開かれた事業所にする。 
 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

１人 7 人 ２人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・地域の方々からの意見や苦情を真摯に受け止め、地域に根付いた介護施設とこれからもなるように、地

域と協力し合い、地域に必要とされる拠点であり続ける。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域、ご利用者様、ご家族様の意見や苦情を聞き出せなかった。 

・地域からの苦情等はほとんどなかったと思うが、地域の方々との協働した取り組みがあまりできなた

った。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

１ ３ ４ ２ １０ 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 

１      ７ ２  １０ 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

 ６ １ ３ １０ 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

      ３ ４ ３ １０ 

できている点  

・ご家族等からの意見は反映できている部分は多いと思う。 

・よくわからない。 

・利用者様、ご家族、介護者からの意見を聞き、介護者としての意識を高めるようにしている。 

・あまりないです。 
 

できていない点  

・職員として意見はほとんど言えていないと思う。（①） 

・よくわからない。 

・地域の方との意見や苦情はあまり聞かないので、対応の仕方がわからない。 

・地域、ご利用者様、ご家族の意見や苦情を聞き出せていない。 
 

 

次回までの具体的な改善計画  

地域の方々からの意見や苦情を真摯に受け止め、地域に根付いた介護施設になるように、地域と協力し

合い、地域に必要とされる拠点であり続ける。また地域の方々に「小規模多機能ホーム実恩」を詳しく知

っていただけるように、詳しく、分かりやすいパンフレット等を作成し、広報していく活動を行う。 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 ３人 ６人 1 人 １０人 

 

前回の改善計画  

引き続き、個人や職場の質を向上するために、職場でのヒヤリハットをもとにリスクマネジメント（事故

防止対策）に取り組み、職場外の研修にも参加できるようにし、個人のスキルアップに、資格取得の勉強、

研修にも取り組む。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ヒヤリハットやリスクマネジメントについては、委員会等で共有できていると思う。 

・リスクマネジメントを元に考慮し、充分自分なりに注意し取り組めたと思う。 

・リスクマネジメント（事故防止対策）に取り組み事や、職場外の研修に参加できていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

１ ４ １ ４ １０ 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

 ２ ３ ５ １０ 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

  ２ ８ １０ 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

 ８ ２  １０ 

 

できている点  

・職場内の研修には参加できていると思う。 

・ヒヤリハット事例があった時には、職員間で情報共有し、リスクマネジメントに取り組めていたと思う。 

・月に１度、グループ全体としてズーム研修が開かれている。 

・ヒヤリハットを元に、事故報告書が回覧されたとき、自分も報告書を書く機会に恵まれ、振り返りがで

きる。 

・ヒヤリハット等はスタッフ同志で共有して、お互いの意識向上を図っている。 

・ヒヤリハットの報告書を確認し、注意することを自分でも考えている。 
 

できていない点  

・地域との連絡会等には参加できていない。 

・資格取得のための勉強をしていない。 

・公休の日にズーム研修などが行われたことがあった。 

・資格取得やスキルアップは、自分自身がやろうとする意欲がない。 

・リスクマネジメント（事故防止対策）、職場外の研修に参加できなかった。 
 

次回までの具体的な改善計画  

個人や職場の質を向上するために、研修に参加する機会を増やし、職場でのヒヤリハットをもとにリ

スクマネジメント（事故防止対策）に取り組み、また職場外の研修にも参加できるように、オンライン

研修等も活用し、個人のスキルアップや資格取得の勉強、研修にも取り組む。 
 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 1月 31日（13：00～14：00） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

４人 ５人 １人 人 １０人 

 

前回の改善計画  

・これからも人権について考え、高齢者はもちろん、スタッフ間でも今迄以上に言葉使いにしても、相手

のことを考えた、思いやりの言葉、発言に気を付け、フロア内での職員の私語は止め、利用者様、スタ

ッフのプライバシーにも気を付ける。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・個人情報を聞き出すのが上手な利用者様もいるので、より一層気を付ける必要があると思った。 

・フロア内での職員間の私語禁止の徹底という点においては、あまりできていなかったかもしれない。 

・利用者様のプライバシーを守れていた。思いやりの言葉、言葉使いも特に問題なくできていた。 

・申し送り等において、管理者・スタッフの意見交換がなされている。 

・利用者様に対しては丁寧な言葉使いをしている。スタッフ間でも言葉使い、思いやりの言葉、発言に気

を付けている。 

・利用者様、スタッフのプライバシーにも気を付けている。 

・利用者様に対し尊厳を持ち接し（対応）している。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

１０    １０ 

② 
虐待は行われていない 

 

 

１０    １０ 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

７ ２ １     １０ 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

３ ３  ４ １０ 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

  １０ ４   １０ 

 

できている点  

・身体拘束や虐待等、研修等を通し勉強会ができていると思う。 

・身体拘束はしていない。 

・日常的に留意している。 

・不必要なことを話さないようにしている。利用者様の事を他利用者に他言しない。 

・身体拘束、虐待、暴力は行っていない。 

・トイレ、入浴時はプライバシーに気を付けている。 

・利用者に対しては、丁寧な言葉使いを心掛けている。 
 

 

 

 

 

                    事-⑨ 



できていない点  

・フロア内での私語が時折あり、できていない事も多い。 

・身体拘束、虐待は行わなかった。（①②） 

・成年後見制度自体がよくわからない。 

・言葉使い等や発言など、スタッフ間での私語が多い。 

・できれば相づちもしないようにする。 

・夜勤者への申し送り時に、内容が少し間違えていたことがあった。他の職員から指摘され、その後は決められ

た申し送りを行っている。 
 

 

次回までの具体的な改善計画  

身体拘束や虐待防止の研修をこれからも続け、人権についても考え、成年後見制度の必要な方には活用

し、利用者様の人権を守り、また利用者様に向けた言葉はもちろん、スタッフ間でも今以上に言葉使い

にも配慮し、相手のことを考えた、思いやりの言葉、発言に留意し、フロア内での職員の私語は止め、

利用者様、スタッフのプライバシーにも留意する。 
  

外部評価 地域かかわりシート① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

事－⑨ 



外部評価 地域かかわりシート②（結果まとめ様式） 

Ａ．事業所自己評価の確認 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 少なくとも常勤のスタッフが全員で事業所自己評価に取り組んで

いることが確認できましたか？ 

 5 

 

  

 

２ 事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見

が反映されていることが確認できましたか？ 

※ただし、ミーティングの場面では常勤職員の 2/3 以上の参加が望ましい 

5 

 

  

 

 

３ 前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組みが行わ

れていましたか？ 

5   

 

４ 今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に

立てられていますか？ 

5   

 

 

【上記４つのチェック項目に関する意見】 

※結果ではなく、事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見 

委員：前より本人のしたいことを以前より職員が意識をもって取り組みがあればいいのかなと思っ

てみました。 

委員：利用者様はなかなか言えないので、「あの時楽しそうだったよね」とか「いつもと違う表情

だった」とか職員間で共有し、「もしかしてこんなことが好きだったのかなー」とか共有で

きれば今後の支援につながると思います。 

委員：しっかりと自身を振り返って、評価されていると思います。 

【前回の改善計画に対して意見】 

※前回の改善計画に対しての取組み結果に対する意見 

『自己評価をする中で、『小規模多機能型居宅介護』に初めて携わり、地域との交流・連携、関わ

り合いをまだ良く理解出来ていない職員もいるので、改めて地域との関わり合い、関係性をしっか

り理解出来る様にミーティング等で学習し、そのうえで、地域との交流、民生委員さんとも情報の

共有をし、利用者様にとっての『一番』を見つける様に努力する。』 

委員：本人のしたいの気づきがありそれを職員で共有している。送迎時等で気づきがある。 

委員：利用者様は言えないのでスタッフの方からお聞きすれば良い関係性ができるのかなーと思い

ます。 

委員：職員の皆さんが「小規模多機能でできること」を理解した上で利用者ご本人や家族に「○○

もできますよ」「何か困っていませんか」とヒヤリングして提案してほしい。 

【今回の９つのテーマごとに記入された改善計画に対する意見】 

※今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

委員：計画のほとんどがコミニケーション力にかかっているので、職員の個人差をどう全体でカバ

ーするか、その仕組みが大事ですね。 

委員：夏祭りにも一人でも多く参加して欲しい。声掛けして連れて来てほしい。 

実恩：夏祭りには、今のところ宿泊者しかお連れできない。夕食後に帰る人が多いので。 

委員：貴恵さんはなかなか難しいですか？ 

貴恵：今年度は 4.5 人お連れしました。次回は出来るだけ全員お連れしようと思います。 

【「自己評価」をテーマにした自由意見】 

委員：自己評価出来ていることも書かれているのでいいと思います。 

委員：「できない」答えた人が出来ていないわけでもなく、「よくできている」と答えた人が出来て

いないこともあります。その自己評価を正しく評価してのフィードバックも大丈夫ですよ

ね。 

【改善計画】※後日記入 

引き続き、地域との交流・連携、関わり合いをまだ良く理解出来ていない職員もいるので、改めて

地域との関わり合い、関係性をしっかり理解出来る様にミーティング等で学習し、そのうえで、地

域との交流、民生委員さんとも情報の共有をし、利用者様にとっての『したい』を見つける様に努

力する。 

 

地②－１ 



Ｂ．事業所のしつらえ・環境 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

4  1 

１ 
家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされています

か？ 
 4 1 

 

 

２ 
事業所は、居心地がいい空間になっていますか？ 

 
4  1 

３ 
事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

 
4  1 

４ 
日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？ 

 
 3  2 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

委員：光里苑の玄関はドアが開かない。自動ドアのスイッチが切ってあり、ドアが重た    

い。コロナ防止だったら、まだコロナが多いですか？ 

委員：鍵についてはわかりません。入口は利用者さんが出ないように閉まっていますよね。 

実恩：玄関ドアのスイッチは光里苑開設時から切ってあります。徘徊、事故防止です。イ

ンターホンがありますで、押していただけたら直ぐに対応させて頂いております。 

 

【前回の改善計画】 

『コロナ感染終息後には、事業所も以前の様に開かれた事業所にするために、いつで

も気軽に立ち寄れ、見学もでき、体験希望者には体験もでき、地域との交流も以前の様

に出来る様に、お互い情報を共有し、関係性を保つ。そしてコロナ禍でも地域との交流

が出来る様に、何が出来るかをこれから、検討、調整していく。』 

実恩：市来農芸の生徒たちが、押し花を使った工作等を教えに来て下さったり、運営推

進委員の石原様が講師で正月飾り作りを教えてくださいました。 

委員：見学・体験はできますか？ 

実恩：実恩見学、体験もできます。 

実恩：家族会の再開も検討しています。かたいもんそ会（認知症家族の会）への参加 

も検討してます。 

委員：引き続き検討と調整ということですね。 

【「事業所のしつらえ・環境」をテーマにした自由意見】 

委員：事業所、周囲も匂いは無い。体験、見学はできますか？ 

実恩：体験、見学もできます。現在、見学に来て頂いております。体験は昼食代を頂い

て、昼食もできます。以前は秋祭り等があり、地域の方々に来て頂いておりまし

たが、現在は行っていませんので、家族会等を行い見学していただき、その他に

も検討したいと思います。 

委員：元には戻っていないけど、徐々に出入りは出来ているんですね。 

委員：とてもいい空間になっていると思います。 

 

【改善計画】※後日記入 

引き続き今まで以上に、事業所が開かれた事業所にするために、いつでも気軽に立ち

寄れ、見学もでき、体験希望者には体験もでき、地域との交流が今まで以上に出来る様

に、地域ともお互い情報を共有し密接な関係性を保ちながら、地域の方々が立ち寄りや

すいようなイベント等も検討、また気軽に来ていただくように近隣の学校等にも声掛け

し講習等もしていただく。 
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Ｃ．事業所と地域のかかわり 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

4  1 

１ 職員はあいさつできていますか？ 

 

5   

２ 事業所は、地域の方に知られていますか？ 

 

5   

３ 何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい

場所になっていますか？ 

 4  1 

４ 事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加しています

か？ 

 

 4  1 

 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

実恩：最近は地域で職員の挨拶はできていますか？スピードの出ている車はいませんか？  

委員：良く出来ています。 

委員：最近はすれ違えば、会釈してくれるよ。スピードの出ている車も居ないみたいだよ。 

実恩：「迫地域」の防災訓練にも参加したいと思っていたのですが、時間、調整がとれずに

いけませんでした。今後も連絡頂いたら検討、調整したいと思います。 

【前回の改善計画】 

『コロナ禍が落ち着き、地域との交流が再開出来る様になれば、引き続き、地域に向け

て事業所の紹介や、スタッフと利用者が一緒に地域の行事やイベントに参加し、地域との

交流を深め、地域の困りごと等にも敏感に対応し、地域との繋がりを深める。』 

委員：迫のイベント・行事、防災訓練に参加してほしい。訓練は最も大切である。 

委員：是非関係性を深めて下さい。地域内の頼れる場所になってほしい。 

実恩：この前、迫公民館のころばん体操に参加させていただいた時に、『実恩』の紹介を

させていただきました。今後も様々な機会に、事業所の紹介等を継続させていた

だきたいです。夏祭り・灯篭を作り参加させていただきました。 

【「事業所と地域のかかわり」をテーマにした自由意見】 

実恩：光里苑の前の道路水たまりは治っていないですね。 

委員：ここを通るのは大久保水産と中新かまぼこと光里苑だからね。 

実恩：建築課に言えばいいんですかね。（市道との事） 

委員：公民館の防災訓練参加は難しいので、施設の防災訓練を地域と一緒に出来ればい

いなと思う。 

 

【改善計画】※後日記入 

引き続き、地域に向けて事業所の紹介や情報を発信し、地域の行事やイベントの招待が

あればスタッフに出来るだけ参加させていただき、地域との交流を深めながら、また同じ

く地域の会議等にも参加させていただき、地域の方々の困りごと等もお聞きし、敏感に対

応していく。 
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Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

2  3 

１ 利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？ 

 

4 1  

２ 利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われています

か？ 

4  1 

３ 事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 

4  1 

４ 利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっています

か？ 

 

 3  

 

2 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

委員：今年度、地域の方を交えた会議に１回参加されましたよね。実恩さんの方で情報交

換等必要な方がおられましたら、包括で段取り地域ケア会議等ができますので言って

下さい。 

実恩：地域のケア会議には本年度、1 回参加させていただきました。必要な方がおられた

場合お願いします。 

実恩：閉じ込めることの無いように、月１回、ドライブツアーを予定していたり、ころば

ん体操、かたいもんそ会等にも参加したりして、外にお連れしています。 

委員：夏祭り（六月灯）の時参加されていたのが良かったです。 

【前回の改善計画】 

 『利用者様の地域に出向き、近隣の方や民生委員さんにも利用者様の今までの暮らし

等の情報を聴き取り以前と同じように自宅でも生活出来る様に地域とも協力して支援し

ていく。』 

実恩：迫公民館のころばん体操や、夏祭りに参加させていただいたりしました。これから

も、地域の行事やイベントに参加させていただき、地域の方と、利用者様や、地域

の支援が必要な方の情報共有・提供出来たら思います。 

委員：引き続き取り組んで下さい。 

【「地域に出向いて本人の暮らしを支えている」をテーマにした自由意見】 

委員：ここが一番難しい感じもします。近隣の人がご本人の暮らしぶりをどこまで理解

されているか。ご本人も自身のことを「伝えきれない」「伝えられない」と思い

ますし。ご本人を見て想像力から共感力を総動員しなきゃですね。 

 実恩：地域に出向き、近隣の方や民生委員さん等に利用者様についてお聞きしたいと

思います。その為にも地域に入り込みたいと思います。 

 

 

【改善計画】※後日記入 

コロナも一息ついて落ち着いてきているので利用者様を事業所に閉じ込めないよう

に、毎月一回はドライブツアーやころばん体操、かたいもんそ会に参加したり今まで難

しかった外食ツアー等も検討し、非日常も感じてもらえるようにしていく。また支援の

難しい利用者様がおられたら、包括にもお願いし、地域ケア会議を開催させていただく

ように依頼する。 
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Ｅ．運営推進会議を活かした取組み 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

5   

１ 
運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されてい

ますか？ 
5   

２ 
運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われていま

すか？ 
3  2 

３ 
運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしていま

すか？ 
5   

４ 
運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 

 
4  1 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

委員：事業所での取り組みについては、理解はしています。 

実恩：認知症の方などの事例検討を行いました。また地域の認知症の方等がおられました

ら、お知らせいただいたら、皆様と一緒に取り組んでいきましょう。 

   

 

 

【前回の改善計画】 

『運営推進会議を行い（書面も含み）、運営推進委員様方に地域での取り組みや意見等、

お聴きし、本年度も引き続き、地域での心配な方や困り事のある方の事例等、情報提供

して頂き、運営推進委員様方と一緒に問題解決に取り組み、一早い改善に繋げる。』 

実恩：なかなか情報収集が出来ていないので提供に至っていないです。 

 委員：心配な高齢者がおられればお願いしていますので、現在自宅に一人の方はあまり

おられないと思います。 

委員：今は家のドア、窓を閉め切っているので、中の状況はあまりわからないことも多

いです。 

実恩：情報がわかり次第情報提供をお願いします。 

 

【「運営推進会議を活かした取組み」をテーマにした自由意見】 

委員：報告会にとどまらず、次回開催までの宿題として「○○について情報・状況を・・・」

と求められるのはどうでしょう。 

実恩：宿題というのはおこがましいですが、常に地域の新しい情報とか、高齢者について

の状況等また地域の行事なども教えて頂いたらありがたいです。 

 

【改善計画】※後日記入 

引き続き、2 か月に１回運営推進会議を行い（書面も含み）、事業所の取り組みを毎回お

知らせし話し合い、また運営推進委員様方にも地域での取り組みや意見等をお聴きし、

地域での心配な方や困り事のある方の事例等、情報提供して頂き、一緒に情報共有し、

問題解決に取り組み、一早い改善に繋げる。 
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Ｆ．事業所の防災・災害対策 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

3  2 

１ 
事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

 
 4  1 

２ 
事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？ 

 
2 2  1  

３ 
事業所の防災訓練に参加したことがありますか？ 

 
1  4  

４ 
災害時、事業所は頼りになりそうですか？ 

 
5   

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

委員：事業所の防災計画等は、事前に言って下さってあれば、知っていると言えたのです 

   が。（包括） 

実恩：防災計画はありますので、連絡するようにします。BCP もありますので。 

委員：事業所の防災訓練には何年も前にしたっきり。最近は無いよ。近所の人達もあまり

家には居ないよ。 

委員：地域の防災訓練も高台の公園に集まる、自治体担当者の話を聞くくらいなので事業

所内での上階への避難の方が安全な気もします。 

【前回の改善計画】 

『コロナ感染が終息後は事業所で行われている防災訓練に近隣の地域の方々にも参加

して頂けるように案内し、万が一の災害時にも、スムーズに対応できるように一緒に取

り行えるようにする。又、地域での万が一の災害時（風水害等）には光里苑が災害避難

場所に可能な場合は直ぐに対応する。引き続き毎年行われている地域の防災訓練に、参

加出来る様に時間調整し参加させて頂き、また地域の方々にも事業所の防災訓練に参加

して頂けるように案内し、地域との連携が取れる様に関係性を深める。』 

委員：事業所の防災訓練への参加を是非地域の役員に、お声掛けいただき、実現したいで

すね。 

委員：『迫はふとか台風やら来れば、迫はここが一番丈夫な建物だから、怖い時はここにく

れば大丈夫。訓練は大事。』 

実恩：地域の方々の案内・参加は今年度出来ませんでしたが、頼れる場所になっていると

思います。 

【「事業所の防災・災害対策」をテーマにした自由意見】 

委員：もしなんかあれば光里苑に入れてもらえるのですか。 

実恩：はい。玄関は開けますので、来ていただいて大丈夫です。介護の必要な方は、支

援者が必要ではありますが。 

委員：夜間など利用者の移動に人手が足りない時、地域で動ける人に介助手伝いを頼め

るような担当や連絡の方法等決められるといいですね。独居の高齢者がここへ避

難できるとかも。そこからいずれ入居への人も増えてくるのでは。 

実恩：夜間の災害時の訓練も光里苑全体で行っています。地域への依頼等は課題として

考えていければと思います。 

【改善計画】※後日記入 

引き続き光里苑で行われている防災訓練に近隣の地域の方々にも参加して頂けるよう

に案内し参加して頂き、万が一の災害時にも、スムーズに対応できるように一緒に取り

行えるようにする。又、地域での万が一の災害時（風水害等）には光里苑が災害避難場

所になり避難必要な方が安心して避難できるよう取り計らう。 
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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 （株）光里苑 代表者 堂下 豪 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

本人の思いを大切にし、住み慣れた自宅でご家族様・地域との交流を大切にし、野外活

動や地域の行事に参加し、地域の方々との関係性が途切れないようにしています。 

事業所名 小規模多機能ホーム実恩 管理者 菊永 いづみ 
 

出席者 

（書類も

含む） 

市町村職員 知見を有するもの 
地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 0 人 3 人 0 人 1 人 1 人 3 人 10 人 0 人 18 人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・  

結果 
意見 今回の改善計画 

A．事業所自己評価の 

確認 

自己評価をする中で、『小規

模多機能型居宅介護』に初めて

携わり、地域との交流・連携、

関わり合いをまだ良く理解出

来ていない職員もいるので、改

めて地域との関わり合い、関係

性をしっかり理解出来る様に

ミーティング等で学習し、その

うえで、地域との交流、民生委

員さんとも情報の共有をし、利

用者様にとっての『一番』を見

つける様に努力する。 

委員：本人のしたいの気づきがあり

それを職員で共有している。

送迎時等で気づきがある。 

委員：利用者様は言えないのでスタ

ッフの方からお聞きすれば

良い関係性ができるのかな

ーと思います。 

委員：職員の皆さんが「小規模多機

能でできること」を理解した

上で利用者ご本人や家族に

「○○もできますよ」「何か

困っていませんか」とヒヤリ

ングして提案してほしい。 

委員：前より本人のしたいことを以前

より職員が意識をもって取り組

みがあればいいのかなと思って

みました。 

委員：利用者様はなかなか言えないの

で、「あの時楽しそうだったよ

ね」とか「いつもと違う表情だっ

た」とか職員間で共有し、「もし

かしてこんなことが好きだった

のかなー」とか共有できれば今

後の支援につながると思いま

す。 

委員：しっかりと自身を振り返って、評

価されていると思います。委員：

本人のしたいの気づきがありそ

れを職員で共有している。送迎

時等で気づきがある。 

委員：利用者様は言えないのでスタッ

フの方からお聞きすれば良い関

係性ができるのかなーと思いま

す。 

委員：職員の皆さんが「小規模多機能で

できること」を理解した上で利用者

ご本人や家族に「○○もできますよ」

「何か困っていませんか」とヒヤリ

ングして提案してほしい。 

引き続き、地域との交流・

連携、関わり合いをまだ良

く理解出来ていない職員も

いるので、改めて地域との

関わり合い、関係性をしっ

かり理解出来る様にミーテ

ィング等で学習し、そのう

えで、地域との交流、民生委

員さんとも情報の共有を

し、利用者様にとっての『し

たい』を見つける様に努力

する。 



Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

コロナ感染終息後には、事

業所も以前の様に開かれた事

業所にするために、いつでも

気軽に立ち寄れ、見学もで

き、体験希望者には体験もで

き、地域との交流も以前の様

に出来る様に、お互い情報を

共有し、関係性を保つ。そし

てコロナ禍でも地域との交流

が出来る様に、何が出来るか

をこれから、検討、調整して

いく。 

実恩：市来農芸の生徒たちが、押

し花を使った工作等を教え

に来て下さったり、運営推

進委員の石原様が講師で正

月飾り作りを教えてくださ

いました。 

委員：見学・体験はできますか？ 

実恩：実恩見学、体験もできま

す。 

実恩：家族会の再開も検討してい

ます。かたいもんそ会（認

知症家族の会）への参加 

も検討してます。 

委員：引き続き検討と調整というこ

とですね。 

委員：事業所も周囲も匂いは無い。体

験、見学は出来ますか？ 

実恩：体験、見学もできます。現

在、見学に来て頂いておりま

す。体験は昼食代を頂いて、

昼食もできます。以前は秋祭

り等があり、地域の方々に来

て頂いておりましたが、現在

は行っていませんので、家族

会等を行い見学していただ

き、その他にも検討したいと

思います。 

委員：元には戻っていないけど、徐々

に出入りは出来ているんです

ね。 

委員：とてもいい空間になっていると

思います。 

引き続き今まで以上に、

事業所が開かれた事業所に

するために、いつでも気軽

に立ち寄れ、見学もでき、

体験希望者には体験もで

き、地域との交流が今まで

以上に出来る様に、地域と

もお互い情報を共有し密接

な関係性を保ちながら、地

域の方々が立ち寄りやすい

ようなイベント等も検討、

また気軽に来ていただくよ

うに近隣の学校等にも声掛

けし講習等もしていただ

く。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

コロナ禍が落ち着き、地域と

の交流が再開出来る様になれ

ば、引き続き、地域に向けて事

業所の紹介や、スタッフと利用

者が一緒に地域の行事やイベ

ントに参加し、地域との交流を

深め、地域の困りごと等にも敏

感に対応し、地域との繋がりを

深める。 

委員：迫のイベント・行事、防災

訓練に参加してほしい。訓練は最

も大切である。 

委員：是非関係性を深めて下さ

い。地域内の頼れる場所になって

ほしい。 

実恩：この前、迫公民館のころばん

体操に参加させていただいた時

に、『実恩』の紹介をさせていただ

きました。今後も様々な機会に、

事業所の紹介等を継続させてい

ただきたいです。夏祭り・灯篭を

作り参加させていただきました。 

実恩：光里苑の前の道路水たまりは治

っていないですね。 

委員：ここを通るのは大久保水産と中

新かまぼこと光里苑だからね。 

実恩：建築課に言えばいいんですかね。

（市道との事） 

委員：公民館の防災訓練参加は難しい

ので、施設の防災訓練を地域と

一緒に出来ればいいなと思う。 

 

引き続き、地域に向けて

事業所の紹介や情報を発信

し、地域の行事やイベント

の招待があればスタッフに

出来るだけ参加させていた

だき、地域との交流を深め

ながら、また同じく地域の

会議等にも参加させていた

だき、地域の方々の困りご

と等もお聞きし、敏感に対

応していく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

利用者様の地域に出向き、

近隣の方や民生委員さんにも

利用者様の今までの暮らし等

の情報を聴き取り以前と同じ

ように自宅でも生活出来る様

に地域とも協力して支援して

いく。 

実恩：迫公民館のころばん体操や、

夏祭りに参加させていただ

いたりしました。これから

も、地域の行事やイベントに

参加させていただき、地域の

方と、利用者様や、地域の支

援が必要な方の情報共有・提

供出来たら思います。 

委員：ここが一番難しい感じもしま

す。近隣の人がご本人の暮ら

しぶりをどこまで理解されて

いるか。ご本人も自身のこと

を「伝えきれない」「伝えられ

ない」と思いますし。ご本人

を見て想像力から共感力を総

動員しなきゃですね。 

コロナも一息ついて落ち

着いてきているので利用者

様を事業所に閉じ込めない

ように、毎月一回はドライ

ブツアーやころばん体操、

かたいもんそ会に参加した

り今まで難しかった外食ツ

アー等も検討し、非日常も



委員：引き続き取り組んで下さい。 実恩：地域に出向き、近隣の方や民生

委員さん等に利用者様につい

てお聞きしたいと思います。

その為にも地域に入り込みた

いと思います。 

 

感じてもらえるようにして

いく。また支援の難しい利

用者様がおられたら、包括

にもお願いし、地域ケア会

議を開催させていただくよ

うに依頼する。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議を行い（書面

も含み）、運営推進委員様方に

地域での取り組みや意見等、

お聴きし、本年度も引き続

き、地域での心配な方や困り

事のある方の事例等、情報提

供して頂き、運営推進委員様

方と一緒に問題解決に取り組

み、一早い改善に繋げる。 

実恩：なかなか情報収集が出来てい

ないので提供に至っていな

いです。 

委員：心配な高齢者がおられればお

願いしていますので、現在

自宅に一人の方はあまり

おられないと思います。 

委員：今は家のドア、窓を閉め切っ

ているので、中の状況はあま

りわからないことも多いで

す。 

実恩：情報がわかり次第情報提供を

お願いします。 

委員：報告会にとどまらず、次回開催

までの宿題として「○○につい

て情報・状況を・・・」と求めら

れるのはどうでしょう。 

実恩：宿題というのはおこがましいで

すが、常に地域の新しい情報と

か、高齢者についての状況等ま

た地域の行事なども教えて頂い

たらありがたいです。 

 

引き続き、2 か月に１回

運営推進会議を行い（書面

も含み）、事業所の取り組

みを毎回お知らせし話し合

い、また運営推進委員様方

にも地域での取り組みや意

見等をお聴きし、地域での

心配な方や困り事のある方

の事例等、情報提供して頂

き、一緒に情報共有し、問

題解決に取り組み、一早い

改善に繋げる。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

コロナ感染が終息後は事業

所で行われている防災訓練に

近隣の地域の方々にも参加し

て頂けるように案内し、万が一

の災害時にも、スムーズに対応

できるように一緒に取り行え

るようにする。又、地域での万

が一の災害時（風水害等）には

光里苑が災害避難場所に可能

な場合は直ぐに対応する。引き

続き毎年行われている地域の

防災訓練に、参加出来る様に時

間調整し参加させて頂き、また

地域の方々にも事業所の防災

訓練に参加して頂けるように

案内し、地域との連携が取れる

様に関係性を深める。 

委員：事業所の防災訓練への参加を

是非地域の役員に、お声掛け

いただき、実現したいです

ね。 

委員：『迫はふとか台風やら来れば、

迫はここが一番丈夫な建物

だから、怖い時はここにくれ

ば大丈夫。訓練は大事。』 

実恩：地域の方々の案内・参加は今

年度出来ませんでしたが、頼

れる場所になっていると思

います。 

委員：もしなんかあれば光里苑に入れ

てもらえるのですか。 

実恩：はい。玄関は開けますので、来

ていただいて大丈夫です。介護

の必要な方は、支援者が必要で

はありますが。 

委員：夜間など利用者の移動に人手が

足りない時、地域で動ける人に

介助手伝いを頼めるような担当

や連絡の方法等決められるとい

いですね。独居の高齢者がここ

へ避難できるとかも。そこから

いずれ入居への人も増えてくる

のでは。 

実恩：夜間の災害時の訓練も光里苑全

体で行っています。地域への依

頼等は課題として考えていけれ

ばと思います。 

引き続き光里苑で行われ

ている防災訓練に近隣の地

域の方々にも参加して頂け

るように案内し参加して頂

き、万が一の災害時にも、ス

ムーズに対応できるように

一緒に取り行えるようにす

る。又、地域での万が一の災

害時（風水害等）には光里苑

が災害避難場所になり避難

必要な方が安心して避難で

きるよう取り計らう。 



 


